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「
中
島
司
有
書
作
展
」
が
三
月

五
日
か
ら
九
日
ま
で
、
東
京
・
銀

座
の
パ
ノ
ラ
マ
ス
ペ
ー
ス
ｃ
ｏ
ｍ

ｍ
ｏ
ｎ

ｇ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
で
開
催
さ

れ
る
。

同
展
は
、
現
代
書
道
研
究
所
を

主
宰
し
、
国
学
院
大
教
授
を
務
め

る
傍
ら
毎
日
展
審
査
会
員
と
し
て

書
作
面
で
も
多
彩
な
足
跡
を
残

し
、
平
成
十
四
年
に
七
十
八
歳
で

死
去
し
た
中
島
司
有（
本
名
壤
治
）

の
没
後
三
回
目
、
一
二
年
ぶ
り
の

遺
作
展
。
同
時
期
に
予
定
さ
れ
て

い
る
、
現
代
書
道
研
究
所
（
佐
伯

司
朗
所
長
）
の
「
選
抜
小
品
展
」

（
三
月
三
日
～
八
日
・
大
黒
屋
ギ

ャ
ラ
リ
ー
）
の
特
別
企
画
と
し
て

併
催
さ
れ
る
も
の
。

作
者
は
、
大
正
十
三
年
東
京
生

ま
れ
。
昭
和
七
年
栄
田
有
宏
に
師

事
。
戦
前
は
泰
東
、
三
楽
、
興
亜
、

大
日
本
の
各
展
少
年
部
で
入
賞
を

重
ね
た
。
戦
後
は
、
日
本
書
道
美

術
院
に
創
立
時
か
ら
所
属
し
、
二

十
三
年
の
全
日
本
書
道
展
（
現
毎

日
展
）
で
特
選
を
受
賞
、
同
年
に

新
設
の
日
展
五
科
（
書
）
で
は
初

入
選
を
果
た
し
た
。
二
十
五
年
日

書
展
か
な
部
で
最
高
賞
の
文
部
大

臣
賞
を
受
賞
、
書
壇
的
地
歩
を
築

い
た
。
ま
た
平
成
五
年
に
は
、
芸

術
選
奨
文
部
大
臣
賞
に
輝
い
た
。

こ
の
間
、
四
十
年
か
ら
は
国
学
院

大
に
勤
務
す
る
傍
ら
、
四
十
一
年

に
は
宮
内
庁
文
書
専
門
員
に
就
任

し
て
、
両
陛
下
の
お
言
葉
、
御
親

書
な
ど
特
別
文
書
の
揮
毫
を
担
当

し
た
。
四
十
二
年
に
は
書
道
研
究

銀
河
会
、
現
代
書
道
研
究
所
を
設

立
し
、後
進
の
育
成
に
も
努
め
た
。

今
回
展
で
は
、
「
文
字
と
こ
と

ば
を
オ
ブ
ジ
ェ
と
す
る
造
形
芸

術
」
を
目
指
し
た
作
者
の
立
体
作

品
を
含
む
漢
字
、
交
じ
り
書
、
抽

象
表
現
の
約
六
〇
点
を
一
堂
に
す

る
。漢

字
作
品
は
、
ま
ず
「
哭
壁
」

は
古
瓦
風
の
陶
片
に
刻
し
た
楷

書
。
多
泡
ガ
ラ
ス
を
素
材
と
し
た

「
巌
窟
王
」
は
造
像
記
風
の
筆
致

を
彷
彿
と
さ
せ
る
作
。蝋
染
の「
薔

薇
」、「
愛
」
は
行
味
を
帯
び
た
楷

書
。
ま
た
、
交
じ
り
作
品
は
、
和

紙
を
用
い
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
心
平

詩
「
竹
千
本
」
、
達
治
詩
「
雪
」

石
に
墨
書
し
た
高
見
順
詩
「
小

石
」、
貝
に
墨
書
し
た
南
吉
詩「
貝

殻
」
な
ど
。
抽
象
表
現
は
、
赤
の

紙
に
ニ
ジ
ミ
と
線
の
重
な
り
で
構

成
し
た
心
象
「
秘
唱
」
な
ど
。

そ
の
他
の
主
な
出
品
は
、
以
下

の
通
り
。

▽「
与
謝
野
晶
子
の
歌
」（
水
彩
）、

「
天
地
創
造
」（
油
彩
）、
自
詠
歌

「
室
生
寺
」
、
同
「
朱
鷺
衰
滅
を

憂
ふ
る
報
道
に
接
し
て
」、
同「
法

華
寺
」、
周
茂
叔
作
「
愛
蓮
説
」、

岑
参
詩
「
与
高
適
薛
據
同
登
慈
恩

寺
浮
図
」
ほ
か

問
い
合
わ
せ
等
は
、
�
〇
四
八

―
四
六
六
―
五
五
〇
四
の
同
研
究

所
へ
。

光源（蛍光灯）のソケットとソケットの

幅が２８cm以上、上下の蛍光灯の幅が１０

cm以上あれば、あなたのライトテーブ

ルの光源はLEDに変えられます。

〇発熱が少なく、汗だくの作業環境が改善できます。

〇光源光量が調節可能な為、作業能率がアップします。

〇レイアウトに� 草稿作りに� 仏画や経典の謹写に� 料紙の柄合わせに�

ライトテーブル用LED光源

サイズ ２８０×１００cm 価格￥１６，０００（送料込・税別）

LEDで未来を拓く／（有）ゼフィルス

【営業部】〒２６０―０８４２ 千葉市中央区南町２―１０―１ 若菜ビル５０１

TEL043―497―4111 FAX043―497―4112

ああななたたののラライイトトテテーーブブルルのの光光源源ををLLEEDDにに

LED

１

初
代
・
中
村
蘭
台

半
折

絓
丸
表
装
箱
入

二
代
・
蘭
台
箱
書

七
五
〇
、
〇
〇
〇
円

２

三
輪
田
米
山

尺
八

聯
落
二
行

紙
丸
表
装

二
五
〇
、
〇
〇
〇
円

３

長
三
洲

尺
巾
絖
本

水
墨
梅
画
賛
図

緞
子
丸
表
装二

五
、
〇
〇
〇
円

４

貫
名
菘
翁

尺
五
絹
本
三
行

絓
丸
表
装
箱
入

江
馬
天
江
箱
書

四
〇
、
〇
〇
〇
円

５

比
田
井
も
と
子

半
折
二
行

紙
丸
表
装

か
な

一
五
、
〇
〇
〇
円

６

比
田
井
天
来

半
折
二
行

緞
子
丸
表
装

二
〇
、
〇
〇
〇
円

７

三
輪
田
米
山

紙
扇
面

二
字

絓
三
段
表
装
箱
入

静
幽

七
九
、
〇
〇
〇
円

８

阪
正
臣

半
折

四
幅
対

淡
彩
画
賛

上
下
紙
中
絓
箱
入

二
〇
、
〇
〇
〇
円

９

日
下
部
鳴
鶴

尺
巾
絖
本
水
墨
画
賛

緞
子
三
段
表
装

三
〇
、
〇
〇
〇
円

１０

貫
名
菘
翁

聯
落
水
墨
濕
布
図

緞
子
丸
表
装
箱
入三

九
、
〇
〇
〇
円

１１

拓
本

那
須
國
造

紙
丸
表
装

一
六
八
、
〇
〇
〇
円

１２

山
口
誓
子

半
折
一
行

緞
子
丸
表
装
共
箱

二
〇
、
〇
〇
〇
円

１３

拓
本

二
天
造
像
記

紙
本

縦
３４
セ
ン
チ
×
横
３２
セ
ン
チ

上
下
絓

中
緞
子
箱
入

四
〇
、
〇
〇
〇
円

１４

拓
本

日
本
図
鏡

紙
本

縦
１２１
セ
ン
チ
×
横
９６
セ
ン
チ

緞
子
三
段

表
装
箱
入

北
野
神
社
蔵

一
八
八
、
〇
〇
〇
円

１５

西
郷
従
道

全
紙
（
二
尺
一
寸
）

緞
子
丸
表
装
箱
入

八
八
、
〇
〇
〇
円

１６

渡
辺
沙
鷗

半
折
三
行

紙
丸
表
装

四
九
、
〇
〇
〇
円

１７

金
子
鷗
亭

細
半
折
一
行

絓
三
段
表
装
共
箱

三
八
、
〇
〇
〇
円

１８

比
田
井
天
来

半
折
一
行

絓
丸
表
装
箱
入

三
八
、
〇
〇
〇
円

１９

会
津
八
一

紙
色
紙
台
貼

上
下
絓
中
緞
子
箱
入

九
〇
、
〇
〇
〇
円

２０

明
・
天
啓
・
明
墨
・
乾
隆
墨

多
数
揃
え
て
お
り
ま
す

■
他
に
も
多
数
と
り
そ
ろ
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
報
く
だ
さ
い
。
カ
タ
ロ
グ
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

■
ご
要
望
の
品
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
調
査
蒐
集
い

た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
	



〒１６６―０００４

東
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都
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並
区
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佐
ヶ
谷
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三
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一
三
―
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電
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〇
三
―
三
三
九
三
―
六
〇
七
七

振
替
口
座

〇
〇
一
一
〇
―
一
―
九
七
六
六
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美
の
広
場
・
書
道
美
術
新
聞
係

中国書画のお里帰りは

どうぞお任せください�

弊社は中国を代表する書画収集家の為、競売落
札予想額を元に迅速に日本国内で現金決済の仲
介をする会社です。
海外送金規制、落札者不払い問題は全て無用�

中国書画専門（古代・近現代）

株式会社 紫禁城 www.shikinjo.jp
� ０５０―３７１６―１９６１

FAX ０３―６６３４―６４９９
（担当：篠田達也）

〒１０４―００６１ 東京都中央区銀座７―１５―７
クオリア銀座やま祢ビル８０１号

�
１２
年
ぶ
り
�遺
作
展

５
日
開
幕

現
代
書
道
研
究
所
展
に
併
催

書
道
界
唯
一
の
本
格
総
合
年
鑑

美術新聞社刊

定
価
一
五
、
〇
〇
〇
円

中中島島司司有有書書作作展展

達
治
詩
「
雪
」

「
薔
薇
」自詠歌「朱鷺衰滅を憂ふる報道に接して」（部分）

高
見
順
詩
「
小
石
」

「
哭
壁
」

南
吉
詩
「
貝
殻
」「巌窟王」

「
与
謝
野
晶
子
の
歌
」

心
象
「
秘
唱
」


